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国立健康危機管理研究機構の報告では、2025年以降水痘患者の報告数が過去数年と比べて高い水準となって 

おり、特に 2026年に入ってからは日本国内の各地で流行が目立っています。 

 

《水痘（水ぼうそう）とは・・・》 

水痘は、水痘・帯状疱疹ウイルスによって引き起こされる感染症で、年間を通じて発生していますが、主な流行 

時期は１２月～７月の冬から春・初夏です。 

主に１歳～９歳の子どもが多く、時に大人が感染すると重症化することがあります。 

●感染経路● 

   空気感染：感染者の咳やくしゃみに含まれるウイルスを吸い込むことでの感染 

   飛沫感染：近距離での会話やくしゃみなどで飛び散る飛沫を介しての感染 

   接触感染：感染者の水疱や粘膜に触れることでの感染 

 ●潜伏期間●   

潜伏期間は通常14～16日で、まれに10～21日と長くなることもあります。 

潜伏期間中もウイルスは体内に存在しているため発症前からでも感染力は高く、無症状の時期でも 

周囲に感染を広げてしまうリスクがあります。 

 ●主な症状 

  発   熱：３８度前後の発熱が数日間続くことあり 

  全身の発疹：主に顔、体、頭、口腔などに出現。赤い小さな斑点から始まり、短時間で水ぶくれ（水疱）に

なり、7～10日くらいで最終的にはすべての発疹が痂皮（かさぶた）になる  

  強いかゆみ：発疹には強いかゆみを伴うため、引っ搔くと傷跡が残り、とびひを起こすことがある 

 

《家庭内での感染リスクと対策》 

このウイルスは感染力が非常に強く、特に感染者と同居している者が予防接種をしていない場合、感染する確

率は約90％といわれています。ゆえに、家族間、特に兄弟姉妹間は接触頻度が高く、また、居室などの空間やタオ

ルの共有などにより感染が拡大します。 

しかし、予防接種を 1回接種していれば感染リスクは約 50％、2回接種で約 20％まで低下させる 

ことができるため、家族の予防接種歴を確認し、未接種の場合は早めの接種を検討しましょう。 

①予防接種 

  水痘（水ぼうそう）の感染予防には『予防接種』が最も効果的です！ 

生後 12か月～36か月（1歳～3歳未満）の間、計 2回の定期接種（公費負担）が義務化されています。 

②手洗いと換気 

 接触による感染や飛沫による感染の機会を減らすため、こまめな手洗いと部屋の換気を行いましょう！ 

 

 

 

 

 

 

【医療機関受診時の注意！！】 

●発疹などの症状がある場合は、早めに

医療機関を受診するようにしましょう！ 

●受診時は、必ず事前に電話で「発疹

がある」「水ぼうそうの疑いがある」

ことを伝えましょう！ 

【帯状疱疹って知ってる？！】 

水痘（水ぼうそう）と同じウイルスが原因

です。子どもの頃にかかった水痘ウイルス

が体内に潜伏し続け、加齢や疲労などで免

疫力が低下した際に帯状疱疹として発症

することがあります  

 


